
５年 ジャンプ 

 
１ 下の直方体や立方体の体積を求めましょう。 
  
（１）                （２） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          （       ）         （       ） 
 
２ 次の問いに答えましょう。 
 
（１）立方体の形をした１Ｌますがあります。このますは，１cm³の立方体何個分になりま

すか。 
 
 〈式や考え〉 
 
 
 
 

（          ） 
 
（２）たて４cm，横６cm の直方体を作っています。体積を１９２cm³にするには，高さを

何 cm にすればよいでしょうか。 
 
 〈式や考え〉 
 
 
 
 

（          ） 

２ 直方体や立方体の体積 
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（式）８×１３×６＋５×４×６ 
＝６２４＋１２０ 
＝７４４ 

７４４cm３ 

（例）横に補助線を引くと，奥の大きい直方体Ａの式が，
８×１３×６になります。手前の小さい直方体Ｂの式が，
５×４×６になります。２つの直方体を足すと，全体の体
積が求められます。 

（式）18×(50－25－15)×(40－10－20)＝1800 

18×（50－15）× 10＝6300 

18×50×20＝18000 

1800＋6300＋18000＝26100 

26100cm３ 

（例）横に補助線を２本引くと， 
直方体Ａは 18×（50－25－15）×（40－10－20） 
直方体Ｂは 18×（50－15）× 10 
直方体Ｃは 18×50×20になります。３つの直方体を足すと，全体の体積が求
められます。 

（例）１Ｌ＝１０００cm３    だから１０００個分 

１０００個 

（例）１９２÷（４×６）＝８ 

高さを□cm とすると，４×６×□＝１９２だから，高さは，１９２÷（４×６）で求められます。 
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Ｃ 



（３）右の立体の体積を求めましょう。 
 
 〈式や考え〉 
 
 
 
 
 
 

（             ） 
 
（４）右の１Ｌの牛乳パックの底面は正方形の形をして 

います。底面の正方形の１辺のおよその長さを求め 
ましょう。 

 
 〈式や考え〉 
 
 
 
 
 

（           ） 
 
（５）ゆきおさんの家のおふろは，たて８０cm，横１００cm，深さ９０cm です。このお

ふろの深さ６０cm のところまでお湯を入れてゆきおさんが入ったところ，深さ６６

cm のところまでお湯がきました。ゆきおさんのお湯につかっている部分の体積は何

cm³ですか。また何 m³ですか。 
 
 〈式や考え〉 
 
 
 
 
 
 

（                         ） 
 
 
（６）水を入れた水そうの中に石を入れました。石の体積はどのようにすればわかります

か。 
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（例１）１.４ｍ＝１４０ｃｍ， 
７０×１４０×４０＝３９２０００ 

（例２）７０ｃｍ＝０．７ｍ，４０ｃｍ＝０.４ｍ 
０.７×１.４×０.４＝０.３９２ 

（例 1）横の単位がｍなので，ｃｍに直すと，１４０ｃｍになります。 

だから式は，７０×１４０×４０となります。 

（例２）全ての単位をｍに直すと，７０ｃｍ＝０．７ｍ，４０ｃｍ＝０．４ｍになります。  

      だから式は０．７×１．４×０．４となります。 
392000cm3(0.392ｍ3) 

（例）１Ｌ＝１０００cm３   １０００÷２０＝５０ 
   同じ数字をかけて５０に近くなる数を探すと 

７×７＝４９なので１辺はおよそ７ｃｍ 

およそ７cm 

１Ｌ＝１０００cm３なので，１０００÷２０とすると，底面の面積が５０cm2になります。 

同じ数字をかけて５０に近くなる数を探すと７×７＝４９なので１辺はおよそ７ｃｍとなります。 

（例）８０×１００×６＝４８０００cm３ ４８０００cm３＝０．０４８ｍ３ 
となる。 

ゆきおさんがおふろに入ると，６６ｃｍになったのだから６６－６０＝６ｃｍ水面が上がったこと

になります。だから，ゆきおさんがお湯につかっている部分の体積は， 

８０×１００×６＝４８０００となります。また４８０００cm３＝０．０４８ｍ３ 

となります。 

 

４８０００cm３（０.０４８ｍ３） 

石を入れると水面があがります。水そう
の底面の面積は変わらないのだから，水面
のあがった分の水の体積が石の体積となり
ます。したがって，水面のあがった長さを
はかり，その長さを「高さ」として，計算
すれば石の体積を求めることができます。 


